
はじめに

２００３～２００４年シーズン（２００３／０４シーズン）の岡山

県におけるインフルエンザ流行を解明するため，学校

等におけるインフルエンザ様疾患の集団発生（Infl. 集

団）の患者の発生状況，および岡山県感染症発生動向

調査事業（発生動向調査）に基づくインフルエンザ患

者の発生状況を調べた。また患者から咽頭拭い液を採

取し，インフルエンザウイルス（Infl. V）の分離を試

みるとともに，分離ウイルスについて型別および抗原

性解析を実施した。

材料及び方法

１．インフルエンザ患者発生状況

Infl. 集団患者発生数については，岡山県保健福祉部

健康対策課が取りまとめた「インフルエンザ様疾患施

設別発生状況報告」をもとに集計した。また，発生動

向調査の患者情報に基づき，定点医療機関あたりのイ

ンフルエンザ患者発生状況を調査した。

２．ウイルス分離材料

２００４年１月～２月に Infl.集団が発生した５施設の

患者２１人，および平成１５年度の発生動向調査期間中に

確認されたインフルエンザ患者７２人の，あわせて９３人

から採取した咽頭拭い液をウイルス分離材料とした。

３．ウイルス分離・同定法

MDCK細胞を使用してウイルス分離を行った１）。採

取した咽頭拭い液を培養細胞に接種し，盲継代２～３

代後に細胞変性効果のみられた検体について，モル

モット赤血球を用いて定法２）に従い赤血球凝集（HA）

試験を実施した。HA試験により Infl. Vの存在が疑わ

れた検体について，Ａソ連（AH１）型 Infl. V標準株

（Ａ／モスクワ／１８／９８およびＡ／ニューカレドニア／２０／

９９），Ａ香港（AH３）型 Infl. V標準株（Ａ／パナマ／

２００７／９９およびＡ／熊本／１０２／２００２），山形系統３）に属す

るＢ型 Infl. V（Ｂ山形系 Infl. V）標準株（Ｂ／ヨハネ

スブルグ／５／９９），およびビクトリア系統３）に属するＢ

型 Infl. V（Ｂビクトリア系 Infl. V）標準株（Ｂ／山東／
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要 旨

２００３～２００４年シーズン（２００３／０４シーズン）の岡山県におけるインフルエンザ様疾患の集団発生（Infl.集団）患者

は，２００４年第４週の１月１９日に県内の複数の施設において初めて確認されて以降，その数が急激に増加し，翌週には

ピーク（２，１４０人）に達した。その後患者数は漸減し，第１０週（３月上旬）に流行は終息した（総患者数６，３０７人）。一

方，岡山県感染症発生動向調査における定点医療機関あたりのインフルエンザ患者総数は１８４．９３人と，最近１０年では３

番目に高い水準であり，また患者発生状況から，県内の地域を問わず一峰性の流行パターンであることがわかった。ウ

イルス分離成績などから，２００３／０４シーズンのインフルエンザはＡ香港（AH３）型インフルエンザウイルス（Infl. V）

を主流行とした，山形系統に属するＢ型 Infl. Vとの混合流行であると推察された。分離株の抗原解析結果から，前

シーズンに流行した AH３型 Infl. Vとほぼ同様の抗原性の株が，２００３／０４シーズンも引き続いて流行していたことが明

らかになった。このように，２シーズン続けてほぼ同じ抗原性の AH３型 Infl. Vが流行したにもかかわらず，流行が比

較的大規模となった要因として，Infl.集団の患者発生状況や発生動向における年齢別患者発生状況から，２００３／０４シー

ズンが前シーズンにはあまり流行が広がらなかった高年齢層を中心に流行が拡大したことが考えられた。
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７／９７）に対する抗インフルエンザウイルス血清（国

立感染症研究所より分与）を用いた赤血球凝集阻止

（HI）試験２）により同定および型別を行った。

さらに，Infl. Vの関与が証明されなかった Infl.集

団発生施設の検体および発生動向調査の検体について

は，FL，RD１８Sおよび Vero細胞を用いたウイルス分

離も実施した。

結 果

１．患者発生状況

週別の Infl.集団患者発生状況は図１に示すよう

に，２００４年第４週の１月１９日に県南部および北部の合

計６施設において Infl.集団が初めて確認されて以

降，患者数が急激に増加し，翌週にはピーク（２，１４０

人）に達した。その後患者数は漸減し，第１０週（３月

上旬）には患者発生は認められなくなった。届出患者

総数は６，３０７人と，最近１０年間ではほぼ中規模の流行

であると思われた。次に，Infl. 集団患者数を小学生以

下と中学生以上に分けて集計し，前シーズン（２００２／

０３シーズン）の患者数と比較した場合，小学生以下で

は２００２／０３シーズンよりも減少していた（５，０７４人→

３，０８１人）のに対し，中学生以上では逆に増加してお

り（１，７３８人→３，２２６人），シーズン間で患者の年齢層

に違いが認められた。

一方，発生動向調査における定点医療機関あたり

（定点あたり）のインフルエンザ患者総数（前年の第

３６週から翌年の第３５週までの総計）は１８４．９３人と，２００２

／０３シーズン（２４７．９２人）４）よりは減少していたもの

の，最近１０年では３番目に高い水準であった。また，

地区別の定点あたり患者数の週別推移をみると（図

１），すべての地区において一峰性の流行パターンが

認められていた。次に，発生動向調査におけるインフ

ルエンザ患者の年齢群別分布割合を２００２／０３シーズン

と比較したところ（図２），９歳以下の年齢群ではい

ずれも２００２／０３シーズンに比べて割合が減少傾向にあ

るのに対し，１０歳以上ではすべての年齢群において増

図１ 週別のインフルエンザ患者発生状況
カラムが学校等におけるインフルエンザ様疾患の集団発生（Infl.集団）患者数
を，折れ線が発生動行調査における地区別の定点医療機関あたり患者数を示
す。

図２ シーズン別の年齢群別患者分布割合
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加傾向にあった。これらの知見に加え，Infl. 集団患者

の年齢層にシーズン間で違いが認められたこともあわ

せて考慮すると，２００３／０４シーズンの流行年齢層が

２００２／０３シーズンに比べ高年齢側にシフトしていたも

のと考えられた。

２．ウイルス分離結果

ウイルス分離結果は表１に示すように，Infl. 集団の

発生した５施設中４施設の患者２１人中６人（２８．６％）

から AH３型 Infl. Vが分離された。一方，発生動向調

査では７２人中４５人（６２．５％）から AH３型 Infl. Vが，

３人（４．２％）からＢ山形系 Infl. Vがそれぞれ分離さ

れた。全体の分離株数では，AH３型 Infl. Vが５１株と

全体の９４．４％を占めていた。

週ごとの型別分離状況は図３に示すように，AH３

型 Infl. Vは流行の立ち上がりとともに分離されはじ

め，流行が終息に向かう第１１週まで，ほぼ毎週のよう

に分離された。その一方Ｂ山形系 Infl. Vは，流行が

ピークを迎えた第６週および第７週にわずか３株が分

離されるにとどまった。また地域別分離状況では，AH

３型およびＢ山形系 Infl. Vとも分離地域に特に大き

な偏りは認められなかった（表１）。

さらに，Infl. Vの関与が証明されなかった１施設

（施設№３）の患者５人および発生動向調査の全ての

検体について FL，RD１８Sおよび Vero細胞を用いた

ウイルス分離を実施したが，全例陰性であった。

３．分離ウイルスの抗原性解析

AH３型 Infl. V分離株の抗原性について，２００３／０４

シーズンのワクチン株であるＡ／パナマ／２００７／９９，およ

びＡ／パナマ／２００７／９９から抗原的にわずかに変異した

株であるＡ／熊本／１０２／２００２５）の HI価の差に基づいて

解析を行った。その結果（図４），既に流行初期段階

でＡ／パナマ／２００７／９９と HI価で８倍程度異なる株が

主流となっており，その傾向は流行中期まで継続して

いた。さらに，流行後期になるにしたがってＡ／パナ

マ／２００７／９９に比較的類似した株（HI価で４倍以内の

差）は分離されなくなり，それに代わり HI価で６４倍

表１ インフルエンザウイルス分離成績

検体採取状況 ウイルス分離・同定

施設
No.

施設名 保健所名 採取年月日 分 離
同 定

Ａ香港型
（AH３）

Ｂ型
（山形系）

集団発生例

１ 妹尾小学校 岡山市 １６．１．１９ １／３＊ １ ０
２ 勝間田小学校 勝 英 １６．１．２０ １／４ １ ０
３ 北陵中学校 津 山 １６．１．２９ ０／５ ０ ０
４ 芳井中学校 井 笠 １６．２．２ ２／５ ２ ０
５ 落合中学校 真 庭 １６．２．４ ２／４ ２ ０

小 計 ６／２１
（２８．６％）

６
（２８．６％） ０

所管保健所名 検体採取年月日

散 発 例

岡山市保健所 １６．１．７～１．３０ １１／１５ １１ ０
２．６～２．２０ ３／４ ３ ０
３．６～３．１０ ２／３ ２ ０

岡山保健所 １６．１．１３～１．３１ ３／４ ３ ０
２．２ １／２ １ ０

倉敷市保健所 １６．２．９～２．１６ ２／３ ２ ０
３．７ ０／１ ０ ０

井笠保健所 １６．１．１６～１．３１ １０／１５ １０ ０
２．１～２．１２ １２／１７ １０ ２
３．５ ０／１ ０ ０

津山保健所 １６．２．６ ０／１ ０ ０
阿新保健所 １６．１．３０ １／１ １ ０

２．２～２．１８ ３／５ ２ １

小 計 ４８／７２
（６６．７％）

４５
（６２．５％）

３
（４．２％）

合 計 ５４／９３
（５８．１％）

５１
（５４．８％）

３
（３．２％）

＊陽性数／検体数
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もの差が認められる株が流行中期～後期に出現するな

ど，流行株の抗原性がＡ／パナマ／２００７／９９から次第に

ずれていく傾向が認められた。その一方で，Ａ／熊本／

１０２／２００２との比較では，分離株はその採取時期にかか

わらず HI価で４倍以内の差にとどまっていることが

わかった。また HI試験により，２００３／０４シーズン分

離株の抗原性を２００２／０３シーズンのものと比較したと

ころ（表２），両者の抗原性はほぼ同一であり，とも

にＡ／熊本／１０２／２００２に類似した抗原性の株であること

が明らかになった。

次にＢ山形系 Infl. V分離株の抗原性については，HI

試験の結果からいずれもＢ山形系 Infl. Vの標準株で

あり，２００１／０２シーズンのワクチン株として用いられ

たＢ／ヨハネスブルグ／５／９９にほぼ類似していること

がわかった（表２）。

考 察

ウイルス分離成績などから，２００３／０４シーズンの岡

山県におけるインフルエンザは AH３型 Infl. Vを主流

行とした，Ｂ山形系 Infl. Vとの混合流行であると推

察され，また患者発生状況などから，県内の地域を問

わず一峰性の流行パターンであることがわかった。こ

の流行状況は，全国の状況６）とほぼ同様な傾向であ

り，また近県においても類似した傾向が認められてい

た７）。

分離株の抗原解析結果から，２００２／０３シーズンに流

行した AH３型 Infl. Vとほぼ同様の抗原性の株が，

２００３／０４シーズンも引き続いて流行していたことが明

らかになった。しかしながら，発生動向調査における

定点あたりインフルエンザ患者総数は１８４．９３人と過去

１０年間では比較的高水準であった。このように，２

図３ 週別のインフルエンザウイルス分離状況
カラムが型別のウイルス分離数を，折れ線が定点医療機関あたりの患者数を示
す。

図４ 流行時期別の AH３型インフルエンザウイルス抗原性推移
パネル Aが A／パナマ／２００７／９９を基準とした場合の，パネル Bが A／熊本／１０２／２００２を基準とした場合の推移をそ
れぞれ示す。
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シーズン続けてほぼ同じ抗原性の AH３型 Infl. Vが流

行したにもかかわらず，流行が比較的大規模となった

要因として，Infl. 集団の患者発生状況や発生動向調査

における年齢別患者発生状況などから，２００３／０４シー

ズンが前シーズンにはあまり流行が広がらなかった高

年齢層を中心に流行が拡大したことが考えられた。こ

れに加え，流行株の抗原性がワクチン株とは大きく異

なっていたことが，流行をさらに拡大させた可能性も

考えられる。
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表２ インフルエンザウイルス分離株の抗原性解析結果

抗 原 抗インフルエンザウイルス血清＊＊ 備 考

区 分 株 名 Ａ／ニューカレドニア
／２０／９９（H１N１）

A／パナマ／２００７
／９９（H３N２）

Ａ／熊本／１０２
／２００２

Ｂ／ヨハネスブルグ
／５／９９ Ｂ／山東／０７／９７ 検体採取

年月日（病日） 採取地

Ａ／ニューカレドニア／２０／９９ ３２０ ＜１０ ＜１０ ＜１０ ＜１０
Ａ／パナマ／２００７／９９ ＜１０ ６４０ ６４０ ＜１０ ＜１０

標準株＊＊ Ａ／熊本／１０２／２００２ ＜１０ １６０ １，２８０ ＜１０ ＜１０
Ｂ／ヨハネスブルグ／５／９９ ＜１０ ＜１０ ＜１０ ２，５６０ ＜１０
Ｂ／山東／０７／９７ ＜１０ ＜１０ ＜１０ ＜１０ ４０

AH３型分離株
Ａ／岡山／３／２００４（初＊） ＜１０ １６０ ６４０ ＜１０ ＜１０ １６．１．１７（２） 岡山市
Ａ／岡山／２６／２００４（中＊） ＜１０ ２０ ６４０ ＜１０ ＜１０ １６．２．４（５） 落合町
Ａ／岡山／５０／２００４（後＊） ＜１０ ４０ ６４０ ＜１０ ＜１０ １６．３．６（２） 岡山市

AH３型分離株
（前シーズン）

Ａ／岡山／６４／２００２（初） ＜１０ ８０ ６４０ ＜１０ ＜１０ １４．１２．１６（３） 岡山市
Ａ／岡山／４／２００３（中） ＜１０ １６０ １，２８０ ＜１０ ＜１０ １５．１．１６（４） 津山市
Ａ／岡山／１７／２００３（後） ＜１０ ４０ ６４０ ＜１０ ＜１０ １５．１．２１（５） 岡山市

Ｂ／岡山／１／２００４ ＜１０ ＜１０ ＜１０ １，２８０ ＜１０ １６．２．５（１） 新見市
B型分離株 Ｂ／岡山／２／２００４ ＜１０ ＜１０ ＜１０ ６４０ ＜１０ １６．２．１２（３） 笠岡市

Ｂ／岡山／３／２００４ ＜１０ ＜１０ ＜１０ １，２８０ ＜１０ １６．２．５（２） 笠岡市

＊初：流行初期分離株 ＊＊国立感染症研究所より分与
中：流行中期分離株
後：流行後期分離株
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